
レゴランドは議長国です。会議の最初に、自国のプランを提示するか、各国
の意見を順番に聞くかを選んで議論を進めてください。
プランとして、例えば「ドラゴンカントリーとコンペイトウ諸島に15の支援
を先進諸国合計でするので、2国で10削減してください。」などです。

ハンバーガー合衆国

コンペイトウ諸島

200以上の支援を受けないと自国のCO2排出量の削減ができない。CO2排出量がそのままか、増加する国家から支援を受けては
ならない。受ける場合はダメージが200増える。

キリザンランド

200以上の支援を受けないと自国のco2排出量の削減ができない。

ボンド国

ドラゴンカントリーより大きな削減をする場合、かの国との経済競争への懸念から予算200Gを本国が回収する。

ドラゴンカントリー

キリザンランドに支援を200以上しなくてはならない。達成できない場合、本国が300G予算を削減してしまう。先進国で削減量が
少ないほうの国家の水準までしかCO2削減ができない。

レゴランド

六原議定書の約束により、co2の削減-3以上、支援300以上を約束している。守らなければ「制裁」500の罰金
を科される。

�   削減よりも支援を大きくしないと本国が予算を200回収してしまう。
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